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中筋川ダム及び横瀬川ダムより水を補給し、農業や環境への影響を回避！
○ 中筋川ダム・横瀬川ダム放流警報のお知らせ！
○ 中筋川ダム・横瀬川ダムの野鳥観察マップを作成しました！
○ 中筋川ダムへホタルを見に行こう！
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回転灯のカラー表示表示板のカラー表示

中筋川ダム・横瀬川ダム放流警報の

洪水の危険性を視覚的に理解して頂くため、危険度レベルに応じて回転灯の色分けを行っています。

▶ダムへの流入量が洪水量を超え、かつ常用洪
水吐きからの流下により、河川の急激な水位
上昇が予想される場合のサイレンの鳴り方

▶30分前及び直前に実施

▶想定以上の洪水により、非常用
洪水吐きからの流下が予想され
る場合のサイレンの鳴り方

▶3時間前及び30分前に実施
常用洪水吐き
から流下

非常用洪水吐きから流下

中筋川ダム

!

立札を堤防沿いに掲示しています

令和6年12月から少雨傾向が続き、ダム貯水位が低下しており、ダムからの補給が困難となった場合に利水障害
が生じる恐れがあることから、令和7年4月23日に渇水調整協議会（国土交通省、高知県、四万十市、宿毛市の関係
機関で構成）を開催しました。
「節水への協力」の呼びかけなど渇水対応を行ってきましたが、5月9日からの降雨により貯水位が回復したため、
渇水対応を解除しました。

今回の渇水で、河川に流れる水量が少なく、
河川から必要な水量を取水することが困難にな
り、農作物や河川に棲んでいる魚などに影響が
生じる恐れがありましたが、中筋川ダム及び横
瀬川ダムから水を補給することで、農業や環境
への影響を回避することができました。

横瀬川ダム貯水率31%（R7.5.2）横瀬川ダム流域の降雨状況（R6.12～R7.3）

これから前線や台風などにより、雨が多い時期に入ります。
中筋川ダム・横瀬川ダムでは、ダムからの流下により川の水位が急に

上昇する恐れがある場合に、一般の方に危険を知らせ安全を確保してい
ただくため、両ダムから足摺分岐警報所までの間に設置している警報所
から、スピーカー放送及びサイレンの吹鳴を行います。

放流警報のサイレンが鳴った時は、危険ですから川へ
は立ち入らないでください。
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中筋川ダムへホタルを見に行こう！中筋川ダムへホタルを見に行こう！

ホタル観賞ができる中筋川ダム周辺ＭＡＰ

☆できるだけ駐車場に車を止めて、
歩いてホタル観賞をお願いします。

☆周囲は暗いので、懐中電灯を用意し、灯り
は足下を照らすだけにして
ください。

☆ホタルへの影響や観賞している方への配慮
をお願いします。

☆中筋川ダム下流は、道が狭いのでお車で
お越しの方は気をつけてください。

☆ダム下流には、駐車場はありませんので、
停車する際には、通行の妨げにならない
ようお願いします。

お願いがあります !!
ホタル観賞にお越しのみなさまへ

今年もホタルの飛び交う季節がやってきます。毎年、中筋川ダム周辺で
５月下旬から６月上旬にかけてホタルを見ることができます。

これまで中筋川ダム周辺では20目51科153種、横瀬川ダム周辺
では18目50科153種の鳥が確認されており、希少猛禽類も比較的
多く確認されています。

ダム周辺の豊かな森林から様々な小鳥のさえずりが聞こえ、ダ
ム湖ではカモの仲間などの水鳥が羽を休めているのが見られます。

ゆったりとした環境で落ち着いて鳥を観察できるので、ダム周
辺はバードウォッチングをはじめるのに適した場所です。

ダムでみられる野鳥の観察ポイントを掲載した野鳥観察マップ
を作成し、無料配布していますので、バードウォッチングの参考
にしてみてはいかがでしょうか。

 横瀬川ダム周辺でヤイロチョウ
の鳴き声が聞こえるかも？

中筋川ダム・横瀬川ダムの野鳥観察マップを作成しました!!

ヤイロチョウ

新年度になりました。
今年度は編集部のメンバーが変わりましたが、これからもダムと
地域の情報を分かりやすくお伝えしていきます。
今年度の「ほたるっ子」もどうぞよろしくお願いします。
これから雨が多くなる時期に入ります。地域の皆様が安心して過
ごしていただけるように、ダムの管理を行っていきます。

問い合わせ先
｢ほたるっ子｣に関するご意見・お問い合わせ、
中筋川ダム・横瀬川ダム見学をご希望の方はこちらまで

▼渡川ダム統合管理事務所
〒788-0781
高知県宿毛市平田町黒川字櫛ヶ崎山5312-48
TEL : 0880-66-2501
URL :http://www.skr.mlit.go.jp/watarigawadam/index.html
MAIL : skr-f7950@mlit.go.jp

つれづれ

ヤイロチョウは夏鳥として５月中旬ごろ日本に渡来する全長18cmほど
の小鳥で、鳴き声は「ホホヘン、ホホヘン」や「ポポピー、ポポピー」、
この地域では「しろべん、くろべん」とも聞きなされています。

1937年（昭和12年）6月4日、横瀬川流域の大物川（おおものがわ）
の国有林にて、日本で初めてヤイロチョウの繁殖が確認され、
ヤイロチョウ発祥の地とされています。

今でも横瀬川ダムの周辺では鳴き声が聞こえることがあります。


